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教育に関する事務の点検・評価について  

１ 趣旨 

平成 20 年４月に施行された、改正後の「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第 27 条では、教育委員会が毎年、教育に関する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検・評価を行うことなどが規定されています。  
この報告書は同条に基づき作成するもので、議会へ提出するとともに、公表しま

す。  

２ 点検・評価の対象 

  愛知県教育委員会では、平成 19 年 4 月に、教育に関する総合的な行動計画である

「あいちの教育に関するアクションプラン」（以下「プラン」という。：P.117 参照）

を策定し、着実な推進に努めていますが、このプランの実施状況を把握することで、

点検・評価を行います。 

３ 報告書の構成 

本報告書では、プランがめざす「４つの人間像」と「魅力ある環境づくり」の５

つの項目ごとに全体で 295 施策（平成 21 年 4 月現在）の中から主な 107 施策につい

て平成 21 年度の実施状況を記述しました。 

また、毎年度重点テーマを設け、家庭・地域・学校と協働で実施している取組に

ついても取り上げました。 

  これらに加え、16 項目の政策指標の達成状況により、プラン全体の進捗状況を把

握しました。 

４ 学識経験者の知見の活用 

点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用

を図ることとされていることから、プラン策定時に指導・助言をいただいた下記の

方々からの点検・評価の結果に対する意見をいただきました。 

氏 名 職    名 

安彦忠彦  早稲田大学教育学部教授  

中野靖彦  愛知淑徳大学文学部教育学科教授  

松見直美  子育てネットワーカー  
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 27 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活

用を図るものとする。 


